Reduplicated words in Indonesian by 青木, 淳実 et al.
思言 東京外国語大学記述言語学論集 第 10 号 (2014) 
 
- 277 - 
 
インドネシア語における重複語について 
 
青木 淳実 
（東南アジア課程 インドネシア語専攻） 
 
キーワード：インドネシア語，重複語，完全重複 
 
0. はじめに 
 インドネシア語には、日本語における「山々」や「人々」のような重複語が多く見られ
るが、日本語のそれとは異なり、様々な語を重複させ様々な意味を担う。その形式におい
ても、接辞がつくものや、語の一部分だけを重複させるものなど、多様な広がりを見せて
いる。卒業論文では、1 冊のインドネシア語辞書に基語もしくは派生語として記載されてい
る重複語を全て抜き出し、形式の分類を行い、さらにその機能についての考察を行った。
インドネシア語の重複について、多角的に理解することが目的である。本稿はその一部を
まとめたものである。 
[ ]内は重複語の日本語訳を、右寄せの{ }内はその重複語の基形(0.2.1.で詳述)及びその日
本語訳を示す。[ ]内、{ }内ともに日本語訳は佐々木編(2008)『最新インドネシア語小辞典 第
1.3 版』を引用したものである。例の番号及び下線は筆者による。 
 
0.1. 重複語とは 
Sneddon(1996)は完全重複について述べている。以下はその引用である。 
 
語は、シンプルな語であれ複雑な語であれ、完全重複されることがある。完全重複とは語全体を繰
り返すことである。書き言葉では、重複語の 2 つの部分はハイフンで区切られ、2 つ目の部分は重複
部分と見なされる。                                              (Sneddon 1996: 15) 
 
本稿で扱う重複語は完全重複語のみとする。Sneddon(1996)の記述にもあるように、完全
重複語は書き言葉ではハイフンを伴う。よって本稿において、例として挙げられている重
複語に用いられている「-」は重複語の 2 つの部分を区切るためのハイフンであり、形態素
境界を示すものではない。接辞が付く際などには形態素境界が存在するが、上記のハイフ
ンとの混同を避けるために本稿では形態素境界の記号を省略している。 
 
0.2. 本稿に関わる予備知識及び文法形式 
0.2.1. 重複に関する用語の定義 
 本稿における用語及び記号を以下に定義する。 
・基語........辞書の一番上の階層に載っている語を指す。 
・派生語....辞書の基語よりも下の階層に載っている語(接辞を伴う)を指す。 
・基形....... 重複語において、重複する前の単一の語を指す。 
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・重複形....基形が重なって、重複した後の語を指す。 
・* .............辞書において、その語単体の日本語訳が記載されていないことを表す。 
 
0.2.2. 接辞 
 接辞とは非自立的な形態素を指し、インドネシア語では接頭辞、接尾辞、共接辞の 3 つ
に分類される。接辞の基本的な役割を、インドネシア語文法書である佐々木(1990)を参考に
以下に要約する。以下は主たるものであり、接辞の役割は多岐にわたる。 
・“meN-” 自動詞、他動詞を作る。わずかながら形容詞もある。 
・“meN-kan” 典型的な働きとして、他動詞を作る。 
・“ber-” 主として自動詞を作る。名詞に付いてその名詞を所有している状態を表す。 
・“-an” 動詞的ないし形容詞的な語幹に付いて名詞化する。 
名詞的な語幹に付いて意味の特殊化をする。 
・“ter-” 形容詞について最上級を作る。自発、プロセスの完遂を表す。 
・“se-” 「1 つの」「全」「同等」などの意味を表す。 
(佐々木 1990: 32, 33, 37, 44, 57, 72, 88 要約) 
 
0.2.3. 鼻音交替 
 N-は鼻音に関する諸形態があることを表し、基語の初頭音により形が変わることを意味
する。母音、k、g、h から始まる単語に接頭するときは ng- に、s から始まる単語のときは
ny- に、p、b から始まる単語のときは m- に、t、d、j、c から始まる単語のときは n- に交
替し、r、l、w、y、m、n から始まる単語のときは鼻音交替が起こらない。 
(Seno 1982: 24-25 要約) 
以下に鼻音交替の例を示す。下線部は音交替が起こっていることを表す。 
(1) meN- + kirim → mengirim [送る]                                          {*kirim} 
 
加えて、meN-, あるいは peN- という接頭辞(鼻音交替を伴う接頭辞)が付くときの重複形
の決まりについて述べている Sneddon(1996)を以下に要約する。 
 
基形の頭子音が、鼻音化する際に落ちる子音の場合(p, t, s, k のとき)、その基形を重複さ
せて meN-, あるいは peN- という接頭辞を伴う際に、重複された成分にも鼻音が保たれる。
以下にその例を示す。 
(2) meN- ＋ bagi-bagi → membagi-bagi [分ける]                                {*bagi} 
(3) meN- ＋ kayuh-kayuh → mengayuh-ngayuh [*]                            {kayuh 櫂} 
(Sneddon 1996: 14 要約) 
 
1. 先行研究 
 卒業論文では先行研究として Simatupang(1983)、Sneddon(1996)、デデイ(2009)を取り上げ
たが、本稿では紙幅の都合上 Rubino(2005)による、通言語的な重複の機能のみをまとめる。
以下は Rubino(2005)の要約である。 
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 重複の形態素は、多数の意味をもたらすことができ、同じ構造の重複の形式が全く異な
る意味を表すために使われる言語もある。 
動詞(と形容詞)では、重複は、数(複数、分布複数、集合体)、時制、アスペクト(継続また
は繰り返し行われること、完了、起動)、弱め、強調、他動性または相互依存など、様々な
事柄を表すことに使用されうる。また、重複は品詞を派生的に変化させるためにも使用さ
れている。                            (Rubino 2005 要約) 
 
2. 調査 
2.1. 調査方法 
 佐々木編(2008)『最新インドネシア語小辞典 第 1.3 版』(全 338 ページ、基語 13,004 語、
派生語 9,928 語)の基語及び派生語の中から手作業で重複語を抜き出し、分類を行った。 
 抜き出す重複語が満たすべき条件は以下の 2 つである。 
・- (ハイフン)で 2 つの基形が繋げられていること(3 つ以上繋げられているものや、部分重
複語は今回の調査の対象からは外す)。 
・音素の変化を伴う重複語は、どちらか一方のみが基語として辞書に載っていること(重複
語の 2 つの基形のどちらも基語として辞書に載っているものは、複合語と見なす)。 
 
2.2. 調査結果 
 全部で 973 の重複語が抜き出された。分類した結果を表にまとめると、次のページの表 1
のようになる。便宜上、得られた 52 通りのパターンをそれぞれ P01～P52 とする。 
αは基形、βは音素の変化を伴う基形、γは重複語とともに 1 つの句として辞書に載っ
ていた単語を、N は鼻音交替を表す。C はその基形の頭子音を表し、α’はその C が落ちた
基形を表す。C 及びα’は接中辞が用いられている場合にのみ現れる。α”は基形の先頭の se
が落ちた形を表す。また分類 P03 のうち基語として辞書に載っていた重複語で、α, βとも
に単独では辞書に載っていない場合は、どちらに向かって重複したのか判断が付かないた
め、先に出てきた要素をαとした。以下に記号の例を示す。 
(4) laba-laba (5) bolang- baling 
    α  α     α     β 
(6) ada-ada saja (7) jari-jemari 
    α α γ     α Cemα’ 
(8) semena-mena  
    α    α”  
 
 また、Sneddon(1996)の鼻音交替を伴う接辞が付く重複語に関する言及(0.2.3. 参照)を参考
に、meNα-αと meNα-Nαや、meNα-αkan と meNα-Nαkan などの組み合わせは全く同
じものであると判断しまとめて扱うこととする。 
語数の多かった上位 13 (割合が 1%以上)の形式は太字で示した。上位 13 の形式だけで 884
語あり、全体のおよそ 9 割を占める結果となった。 
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形式 語数 割合
P01 α-α 174 20.59%
P13 berα-α 131 15.50%
P25 meNα-α(Ｎα) 119 14.08%
P08 α-αan 103 12.19%
P29 meNα-αkan(Nαkan) 43 5.09%
P32 α-meNα 41 4.85%
P43 terα-α 40 4.73%
P39 seα-αnya 35 4.14%
P03 α-β 24 2.84%
その他 135 15.98%
845 100.00%合計
表 1: 調査結果 
 
(語数の括弧内の数字は、基語として辞書に載っていた重複語の数を示す。) 
 
3. 派生語である重複語の考察 
本稿では紙幅の都合上、派生語として扱  表 2: 派生語のうち語数の多かった形式 
われていた重複語のうち語数が多かった
上位 9 つの形式についてのみ考察を行う。
その際、各形式における品詞的性格などに
注目する。ただし辞書には品詞の分類は明
記されていないため、日本語の意味からが
どの品詞であるかを判断した。インドネシ
ア語において自動詞と状態を表す形容詞
の境界が曖昧なことなど、品詞の明確な分
類は難しいことと併せて断わっておく。 
表 2 は、語数が多かった上位 9 の形式を
まとめた表であり、上位 9 の形式だけで 710 語あり、全体のおよそ 84%を占める。 
形式 語数 割合 形式 語数 割合
P01 α-α 257(83) 26.41% P28 meNα-αi(Nαi) 10 1.03%
P02 α-α'' 1 0.10% P29 meNα-αkan(Nαkan) 43 4.42%
P03 α-β 57(33) 5.86% P30 meNα-βkan 1 0.10%
P04 β-α 9(6) 0.92% P31 meNβ-αkan 1 0.10%
P05 β-β 1 0.10% P32 α-meNα 41 4.21%
P06 α-α　γ 5 0.51% P33 α-meNβ 1 0.10%
P07 γ α-α 2 0.21% P34 α-meNαi 4 0.41%
P08 α-αan 107(4) 11.00% P35 memperα-α 1 0.10%
P09 α γ-α γan 1 0.10% P36 memperα-αkan 2 0.21%
P10 α-αin 1(1) 0.10% P37 seα-α 13 1.34%
P11 α-αnya 9 0.92% P38 seα-αan 1 0.10%
P12 α-α'nya 2 0.21% P39 seα-αnya 35 3.60%
P13 berα-α 131 13.46% P40 seα-seα 4 0.41%
P14 berα-β 8 0.82% P41 seα-seβ 1 0.10%
P15 berβ-α 2 0.21% P42 seα-menyeα 1 0.10%
P16 α-berα 2 0.21% P43 terα-α 40 4.11%
P17 berα-αan 13 1.34% P44 terα-β 2 0.21%
P18 berα-αnya 1 0.10% P45 terβ-α 1 0.10%
P19 keα-αan 18 1.85% P46 peα-α 1 0.10%
P20 keα-α'an 1 0.10% P47 perα-α 3 0.31%
P21 α-keαan 1 0.10% P48 perβ-α 1 0.10%
P22 keα-αnya 1 0.10% P49 perα-αan 1 0.10%
P23 keterα-αan 1 0.10% P50 peNα-αan 2 0.21%
P24 keseα-αan 1 0.10% P51 α-Cemα' 3(1) 0.31%
P25 meNα-α(Ｎα) 119 12.23% P52 α-Celα' 1 0.10%
P26 meNα-β 6 0.62% 973(128) 100.00%
P27 meNβ-α 2 0.21%
合計
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3.1. P01【α-α】 
この形式の 147 語のうち、副詞の働きをするものが 67 語あり、この形式を取る語の中で
は最も多かった。これも単に強調するものや形容詞からの品詞転換によるものが多いが、
譲歩の意味を表すものや、特別な意味を表すものもあった。 
(9) jinak-jinak [どんなに人に慣れていても]                       {jinak 人に慣れている} 
 
名詞の働きをするものは 45 語あった。特別な意味を表すもの、基語の意味から連想した
意味のもの(暗喩的なもの)、基形の意味を強調するようなものが見られる。 
(10) mata-mata [スパイ]                                                    {mata 目} 
 
形容詞の働きをするものは 31 語あった。程度を強調するものや、その形容詞の状態の名
詞がたくさんある様を表すものが多い。 
(11) cantik-cantik [美人揃い]                                           {cantik 綺麗な} 
 
動詞の働きをするものは 28 語であった。「ちょっと～してみる」というニュアンスを含
むものが 3 語、「ぼろぼろ折れる」など動作を強調するものが半数程度あり、そのようなニ
ュアンスはなく単なる動詞のように見えるものもある。 
(12) coba-coba [ちょっと試してみる]                          {coba ちょっとしてみる} 
 
この形式の 147 語のうち 12 語がジャワやジャカルタなどの地方語からの流入であった。 
(13) iseng-iseng [面白半分で] (ジャワ地方語)                           {iseng 暇つぶし} 
 
3.2. P13【berα-α】 
この形式の 131 語のうち、動詞の働きをするものは 80 語あり、その全てが自動詞であっ
た。ber-は基本的には自動詞を形成する接辞である。分類 P01(α-α)で見た動詞と同じく、
動作の強調が主であり、その多くが擬音語を伴う。分類 P01 とは異なり、「ちょっと～して
みる」といったニュアンスの語はない。 
(14) berbasah-basah [体をびしゃびしゃに濡らす]                         {basah 濡れる} 
 
形容詞の働きをするものは 30 語あった。インドネシア語において、自動詞と状態を表す
形容詞の境界は曖昧である。よって、基本的には動詞を形成する接辞である ber-によって形
容詞が作られる割合が高くなるのだと考えられる。30 語のうち 19 語が「何本もの～」や「何
トンもの～」といった量の多さを表す表現であった。 
(15) berbatang-batang [何本もの]                                           {batang 茎} 
 
副詞の働きをするものは 19 語あった。形容詞と同じく「何度も」などの量の多さを表す
ものが 11 語と、目立った。また、「続々」という動作の連続を表すような語も 6 語あった。 
(16) berulang-ulang [何度も]                                                {ulang 再} 
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3.3. P25【meNα-α(Nα)】 
この形式を取る 119 語の全てが動詞の働きをする語であった。意味は P13(berα-α)と同
じく擬音語を伴うなどして強調するものが多い。P13 との違いは、P13 は全てが自動詞であ
ったのに対し、meNα-αには自動詞と他動詞のどちらもあるという点である。 
(17) merobek-robek [ビリビリ裂く]                                     {robek 破ける} 
 
3.4. P08【α-αan】 
この形式の 103 語のうち 75 語が名詞の働きをする語であった。基語の多様な種類を表す
語は 23 語、類似性や玩具を表す語は 22 語見られた。 
(18) buah-buahan [果物類]                                                {buah 果物} 
(19) pistol-pistolan [玩具のピストル]                                  {pistol ピストル} 
 
動詞の働きをするものは 16 語あった。その全てが自動詞である。程度の強調の他に、「～
し合う」といった相互の意味が付加されるものもあった。またこの形式の名詞の特徴であ
る玩具を表す表現の影響か、例(21)のような語もあり生産性の高さがうかがえる。 
(20) senggol-senggolan [体がぶつかり合う]                     {senggol 肩肘がぶつかる} 
(21) SMS-SMS-an [携帯でメールごっこする]                         {SMS 携帯メール} 
 
形容詞の働きをするものは 7 語、副詞の働きをするものは 5 語あった。 
(22) acak-acakan [散らかし放題に散らかっている]                       {acak ランダム} 
 
3.5. P29【meNα-αkan(Nαkan)】 
この形式を取る 43 語の全てが動詞の働きをする語であった。「何度も」や「あれこれ」
といった語が多い。単に名詞を動詞化しているものや、動作の程度を強調しているものも
ある。単なる meN-kan 他動詞よりも程度が強調されている。 
(23) membentur-benturkan [何回も何回もぶつける]                             {*bentur} 
 
3.6. P32【α-meNα】 
この形式を取る 41 の語のうち 20 語が名詞の働きをする語であった。meN-は他動詞を作
ることが多い接辞なので、重複語に伴って名詞を作ることが多いというのは興味深い。意
味の傾向としては犯罪に関連する語などが目立ち、消極的なものが多い。 
この 20 語の全てが、meN-形もしくは meN-i 形でその名詞に対応する動詞の形を持ってい
た。よって、この形式に関しては重複が起こるのはいちばん最後のプロセスであることが
わかる。後ろに向かって重複すると分類 P29(meNα-α)の形になり、それは必ず動詞を表す
ことになってしまう(3.3. 参照)ので、名詞の意味を表すために派生形の前に基形を置いて重
複させていると考えられる。 
(24) bajak-membajak [不正コピー]             {membajak 不正コピーする}＜{bajak 海賊} 
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動詞の働きをする語は 19 語あった。相互の意味を持つ語が 13 語あった。 
(25) sikut-menyikut [肘で押し退け合う]                                       {sikut 肘} 
 
形容詞 1 語、副詞 1 語も相互や連続を表す語であった。 
(26) terus-menurus [休みなしにいつまでも]                                 {terus 続く} 
  
3.7. P43【terα-α】 
この形式を取る 40 語のうち 26 語が動詞の働きをする語であった。どれも自動詞である。
接頭辞 ter- の本来の意味の一つである自発の意味が入っているものが多く、感情や生理現
象的な動作を表すものが目立つ。 
(27) terbatuk-batuk [ゴホンゴホンと咳き込む]                                {batuk 咳} 
 
副詞の働きをする語は 9 語、形容詞は 5 語得られ、動詞と同じく感情に関する語が多い。 
(28) terkagum-kagum [驚嘆にたえない様である]                       {kagum 感心する} 
 
3.8. P39【seα-αnya】 
この形式を取る 35 語のうち 24 語が副詞であった。「できるだけ～に」は 9 語、「いくら
～でも」は 5 語得られた。 
(29) serendah-rendahnya [可能な限り低く]                                 {rendah 低い} 
(30) setajam-tajamnya [どんなに鋭くても]                                  {tajam 鋭い} 
 
副詞の他の 11 語は全て形容詞であり、どれも「この上なく～」や「最も～」という強調
の度合いの大きい語であった。 
(31) semudah-mudahnya [最も安易な]                                 {mudah たやすい} 
 
3.9. P03【α-β】 
この形式を取る 25 語のうち 12 語が名詞の働きをする語であった。どれも、全く同じも
のがたくさんあるというよりは様々なものが混ざっているような印象を受ける語である。
音素の変化を伴うことで、一種の多様性のようなものを表現していると推定される。 
(32) anak-pinak [子孫]                                                      {anak 子} 
(33) warna-warni [色とりどりの色]                                          {warna 色} 
 
4. おわりに 
4.1. まとめ 
 今回の調査を通して、基語であるものと派生語であるものを合わせて 973 語の重複語を
辞書から抜き出すことができた。それらを分類した結果、全部で 52 通りの形式に分けられ
た。しかしその中には例外的な位置づけの形式が多く、上位 13 の形式だけで 9 割近くを占
めていた。重複形とともに用いられる接辞は、インドネシア語一般に用いられる(重複され
青木 淳実 
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ていない語とともに用いられる)ものと大きな傾向の違いは見られなかったため、接辞の用
いられる頻度に関してはインドネシア語一般と同じ傾向が見られるといってよいだろう。 
 派生語である重複語に関しては、重複しない形に対して擬音語的な意味が加わる例が多
かった。分類 P08(α-αan)や、分類 P32(α-meNα)などには相互の意味を持つ語も比較的多
く得られた。分類 P03(α-β)のように、音素の変化はその重複語の基形である名詞の多様性
を表している可能性がある。 
 
4.2. 先行研究との比較 
Rubino(2005)の通言語的な重複の機能と、今回確認できたインドネシア語における重複の
機能とを照らし合わせると以下のようになる。 
 
表 3: 重複の機能の比較 
 
 
4.3. 今後の課題 
 今回の調査では佐々木編(2008)を扱ったが、例外的な形式が多く出るなど、辞書によって
重複語の扱いに揺れがあることが想像できる。今後は他の辞書を調べるなどして、より多
角的にインドネシア語における重複語について理解を深めていきたい。 
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通言語 インドネシア語 例
① 数(複数) ○ (buku-buku [様々な本])
② 数(分布複数) ×
③ 数(集合体) ○ umbi-umbian [イモ類]
④ 時制 ―
⑤ アスペクト(継続) ○ menguri-uri [守り続ける]
⑥ アスペクト(繰り返し) ○ berbalik-balik [何度も寝返りを打つ]
⑦ アスペクト(完了) ×
⑧ アスペクト(起動) ×
⑨ 弱め ○ perak-perakan [銀みたいに輝くもの]
⑩ 強調 ○ patah-patah [ぼろぼろ折れる]
⑪ 他動性 △ melihat-lihat [あれこれ見る]
⑫ 相互依存 ○ berkejar-kejaran [互いに追いかけ合う]
⑬ 品詞転換 ○ bangun-bangun [目が覚めてみると]
